
第
六
十
七
回
東
海
書
道
藝
術
院
展

の
開
幕
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
な
お
終
息
し

て
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
授
賞
式
、

祝
賀
会
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
会
場
内
は
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
な
が
ら
の
展
覧
と

な
り
ま
す
。
ご
鑑
賞
下
さ
る
皆
様
に

は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
会
は
創
立
当
初
よ
り
、
書
の

古
典
を
根
底
に
ふ
ま
え
一
人
一
人
が

「
自
由
か
つ
大
胆
」
な
作
品
の
発
表
を

目
指
す
こ
と
を
会
の
理
念
と
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
ど
ん
な
作
品
に
出

合
え
る
の
か
、
と
く
と
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
書
の
作
品
は
文

字
を
素
材
と
し
て
い
ま
す
か
ら
そ
の

内
容
も
も
ち
ろ
ん
無
視
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ご
覧
に
な
る
と

き
に
は
そ
れ
を
第
一
義
と
せ
ず
、
む

し
ろ
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
何
か

を
直
感
的
に
と
ら
え
て
見
る
こ
と
も

大
事
な
こ
と
で
す
。
中
国
の
書
論
に

書
を
よ
く
知
る
者
は
「
字
形
を
見
ず

し
て
神
彩
を
見
る
」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
ま
す
。
見
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
見

方
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
恒
例
に
な
り
ま
し
た
中

日
新
聞
全
面
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
今
回
は
「
墨
華
」
と
し

ま
し
た
。
墨
竹
、
墨
梅
は
墨
で
描
か

れ
た
竹
や
梅
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

そ
れ
と
同
様
に
墨
華
と
い
え
ば
ふ
つ

う
は
墨
で
描
か
れ
た
花
と
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
書
の
作
品
を
華
に
た

と
え
て
用
い
ま
し
た
。

大
賞
に
清
水
玲
飛
氏
、

準
大
賞
に
は
岩
井
玲
翠
氏

が
決
定

　

第
六
十
七
回
展　

審
査
会

第
六
十
七
回
展
審
査
会
は
三
月

十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、
ウ
ィ
ル

あ
い
ち
で
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
問
題
の
影
響
で
当
初
の
予
定

会
場
が
使
用
不
可
の
状
況
に
見
舞
わ

れ
た
が
、
幹
部
・
審
査
部
の
尽
力
で

日
程
・
会
場
変
更
が
成
り
、
滞
り
な

く
各
賞
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
投
票
で
は
同
点
決
勝
の
場
面
も

多
く
、
審
査
員
の
厳
し
い
眼
差
し
が

候
補
作
品
に
注
が
れ
て
い
た
。
受
賞

者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
一
四
〇
号

令和 2年 4月

会　
　

長　
　

風

岡

五

城

令
和
最
初
の
第
六
十
七
回
展
は
、
開
催
環
境
の
大
き
な
困
難
の
中

で
開
幕
、
団
結
し
て
喜
び
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
会
期

四
月
七
日
～
十
二
日
・
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
、
第
二
会
期
四
月

二
十
一
日
～
二
十
六
日
・
愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
。
今
年
も
二

期
に
亘
っ
て
の
開
催
で
幹
部
作
品
は
両
会
期
を
通
し
て
、
大
賞
・
準
大

賞
な
ど
の
入
賞
作
品
は
第
一
会
期
の
展
示
と
な
る
。
両
会
場
と
も
多
く

の
来
場
者
を
心
待
ち
に
し
て
入
魂
の
作
品
が
並
ん
だ
。

団
結
強
く  

第
六
十
七
回 

公
募 

東
書
藝
展
　
開 

幕
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【
大　

賞
】

清
水　

玲
飛

【
準
大
賞
】

岩
井　

玲
翠

【
知
事
賞
】

森　
　

雅
竹

【
総
領
事
賞
】	

佐
々
木
治
子

【
県
教
委
賞
】	

金
谷　

典
子

【
中
日
賞
】

石
田　

清
蘭

【
東
書
藝
賞
】	

服
部　

草
心

【
特　

選
】

吉
岡　

松
龍

遠
山　

穂
光

鈴
木　

智
水

伊
藤　

緑
香

平
井　

瑛
玉

猪
飼　

龍
雲

尾
関　

六
生

鈴
木　

久
江

【
秀　

作
】

今
田　

春
恵

鳥
井　

春
翠

山
﨑　

華
風

甲
斐
千
紀
子

伊
藤　

聴
雨

佐
賀　

薫
風

背
尾　

玉
燁

岩
崎　

彩
加

犬
飼　

美
華

岡
田　

豊
苑

竹
之
内
観
道

【
褒　

賞
】

佐
野　

祥
林

鈴
木
希
代
美

新
海　

真
道

【
市
長
賞
】

中
根　

冬
泉

【
県
教
委
賞
】	

堀
場　

太
崖

【
市
教
委
賞
】	

多
賀　

光
華

【
中
日
賞
】

安
田　

加
奈

井
上　

麗
翠

【
東
書
藝
賞
】	

大
里　

紅
舟

馬
場　

玉
鳳

【
推　

薦
】

一
柳　

庭
華

北
河　

光
春

谷
口　

桂
月

【
特　

選
】

熊
澤　

華
香

坦
田　

清
琴

鈴
木　

清
光

辻　
　

雪
華

浦
野　

博
夫

駒
田
香
代
子

祖
父
江
津
瑶

堀
場　

春
陽

根
岸　

朋
華

藤
堂　

秋
嶺

大
橋　

栄
美

冨
永　

邑
璃

【
秀　

作
】

古
田　

良
江

恒
川　

玲
舟

荻
野　

陽
華

奥
村　

知
翠

松
原　

千
翠

石
黒　

井
泉

井
上　

清
麗

井
手
上
香
峰

山
田　

渓
翠

岩
本　

恵
子

堀
木　

蓮
珠

水
野　

碧
友

今
村　

香
樹

稲
垣　

竹
葉

近
藤　

七
峰

土
井
早
知
子

【
市
教
委
賞
】	

森
岡　

紅
苑

【
中
日
賞
】

野
田　

弘
美

【
東
書
藝
賞
】	

宮
本　

聖
堂

野
呂　

妙
香

三
苫　

花
風

三
浦　

韶
華

【
推　

薦
】

大
島　
　

正

永
井　

恵
草

前
田　
　

笙

下
山　

竹
葉

野
口　

昌
子

杉
原　

照
楓

平
松　

杏
梨

【
特　

選
】

伊
藤　

紫
香

早
坂　

幽
蘭

横
山　

彩
香

神
杉　

戀
月

桜
井　

春
花

渡
辺　

吟
花

堀
田　

紫
泉

山
本　

恵
月

小
川　

志
希

山
田　

春
麗

林　
　

羚
遊

宮
﨑
み
ゆ
き

伊
藤　

陽
子

三
輪　

啓
子

緒
方
美
乃
里

林　
　

直
人

【
秀　

作
】

武
内　

太
志

竹
井　

寳
山

谷
本　

愛
香

加
田　

麗
芳

鈴
木　

理
子

近
藤　

北
明

渋
谷　

恵
子

近
藤　

栄
香

伊
藤　
　

秀

森
本　

春
香

清
水　

翡
翠

長
谷
川
剛
士

牧
野　

友
里

松
枝
み
ど
り

鈴
木　

香
石

【
中
日
賞
】

小
田
恵
美
子

【
東
書
藝
賞
】	

宮
田　

洋
子

鈴
木　

翆
香

酒
井　

俊
泉

鈴
木　

富
子

【
推　

薦
】

酒
井　

奏
風

進　

優
衣
奈

菅
原　

玉
翠

小
川　

青
螺

安
井　

繁
美

勝
原　

早
紀

【
特　

選
】

山
本　

小
桃

村
上　

朝
朗

前
田　

湖
月

河
井　

珠
里

古
井
戸
実
侑

杉
田　

帆
南

島
﨑　

美
楓

小
西　

緑
峰

駒
田　

蘭
芳

山
口　

白
華

谷
本　

春
聲

藤
盛　

伸
美

青
木　

美
和

山
田　

法
子

【
秀　

作
】

土
井
実
千
子

山
内　

絹
美

長
田　

桂
花

稲
垣　

美
紅

中
嶋　

静
花

掛
布　
　

一

松
田　

恵
花

近
藤　

蒼
依

村
手
友
希
乃

内
藤
み
つ
子

春
日
井　

翔

緒
方
日
南
子

第
六
十
七
回
東
書
藝
展

　

各

部

受

賞

者

名

六
十
七
回
展
審
査
員（

敬
称
略
）

審
査
委
員
長

風
岡
五
城

会
員
・
準
会
員
担
当

安
藤　

清
舟
・
岩
田　

冬
崖

西
尾　

邑
城
・
松
浦　

白
碩

今
枝　

大
軒
・
伊
藤　

春
魁

谷
口　

竹
城

会
友
・
公
募
担
当

水
谷　

紅
楓
・
河
野　

春
園

鈴
木　

紫
舟
・
木
村　

大
澤

冨
永　

奇
昂
・
安
藤　

餘
香

老
川　

揺
舟
・
壁
谷　

桔
華

三
品　

芳
翠
・
渡
辺　

清
香

※
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
た
め
、
院
人

研
修
会
、
67
回
展
開
場
式
・
授
賞

式
・
祝
賀
会
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

会
場
で
審
査
す
る
先
生
方

会
員
の
部

準
会
員
の
部

会
友
の
部

公
募
の
部
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令
和
二
年
の
新
春
を
飾
る
東

書
藝
代
表
作
家
展
が
、
一
月
七

日
～
十
二
日
、
名
古
屋
電
気
文

化
会
館
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
東
書
藝
幹
部
・
役
員

四
十
七
名
の
出
品
。
会
を
代
表

す
る
実
力
者
の
作
品
群
は
見
応

え
十
分
で
、
会
場
は
一
年
の
ス

タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
い

だ
雰
囲
気
に
溢
れ
て
い
た
。

風
岡
五
城
…
題
意
に
相
応
し
く
神
々

し
い
輝
き
を
放
つ
作
。
安
藤
清
舟
…

力
強
く
重
厚
感
あ
る
四
字
句
。
達
観

の
作
。
久
野
北
崖
…
独
特
の
書
風
に

動
き
が
加
わ
り
魅
力
度
増
。
岩
田
冬

崖
…
卓
越
し
た
セ
ン
ス
を
熟
練
の

表
現
で
。
西
尾
邑
城
…
対
句
の
篆
書

作
。
造
形
の
妙
が
楽
し
い
。
尾
関
陶

山
…
気
力
満
ち
る
横
額
作
品
。
下
部

に
配
し
た
小
字
も
味
わ
い
深
い
。
水

谷
紅
楓
…
流
れ
の
美
し
い
行
草
書

作
。
筆
さ
ば
き
が
冴
え
る
。
松
浦
白

碩
…
沈
潜
し
て
深
み
の
あ
る
線
条
が
魅

力
の
草
書
作
。
お
人
柄
を
感
じ
る
。

ほ
か
に
も
快
作
多
数
。
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
で
紹
介
出
来
な
い
の
が
残
念
。

　

出
品
作
家
は
次
の
方
々
で
す
。

風
岡
五
城　

安
藤
清
舟　

久
野
北
崖　

岩
田
冬
崖

尾
関
陶
山　

西
尾
邑
城　

松
浦
白
碩　

水
谷
紅
楓

伊
奈
咏
玉　

今
枝
大
軒　

大
崎
翠
石　

河
合
聚
石

河
野
春
園　

鈴
木
紫
舟　
羽
根
田
菖
橋　

本
瀬
芝
青

木
村
大
澤　

伊
藤
春
魁　

谷
口
竹
城　

冨
永
奇
昂

山
本
晴
城　

浅
岡
桃
苑　

荒
川
青
曠　

有
竹
海
山

安
藤
餘
香　

井
口
清
華　

石
川
青
崖　

伊
藤
南
邨

井
浪
幸
潭　

岩
本
清
蘭　

江
口
雪
華　

老
川
揺
舟

長
谷
部
升
香　
羽
根
田
菖
風　

林　

春
紅　

東
出
江
園

福
井
渓
風　

堀
江
龍
舟　

堀
場
仁
翠　

増
田
一
翠

増
田
春
華　

間
瀬
清
園　

松
岡
麗
泉　

三
品
芳
翠

宮
本
華
楓　

村
瀬
天
謙　

渡
辺
清
香　
（
以
上
敬
称
略
）

風岡五城
「鸞翔」

木村大澤
「奮臂雲興」

冨永奇昴
「光風動春」

谷口竹城
「鵠白鳥黒」

伊藤春魁
「紀貫之の歌」

安藤清舟
「陶淵明句」

尾関陶山
「祖詠句」

松
浦
白
碩
「
孟
浩
然
詩
」

水
谷
紅
楓
「
韋
承
慶
詩
」

岩
田
冬
崖
「
麟
鳳
亀
龍
」

山
本
晴
城
「
慶
雲
」

西
尾
邑
城
「
対
句
　
唐
花
・
美
酒
」

久
野
北
崖
「
王
安
石
詩
」

第
五
十
五
回  

新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展
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豆
子
甲
水
之
遺
墨
展

会
期
：
二
〇
二
〇
年
一
月
七
日
〜
十
二
日
　
会
場
：
電
気
文
化
会
館
　
五
階
　
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
月
七
日
～
十
二
日
、
名
古
屋

電
気
文
化
会
館
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
、
東
書
藝
名
誉
会
長
で

二
〇
一
八
年
十
一
月
に
ご
逝
去
さ

れ
た
豆
子
甲
水
之
先
生
の
遺
墨
展

が
開
催
さ
れ
た
。
門
下
・
新
道
書

道
会
の
情
熱
と
東
書
藝
、
東
京
瑞

雲
書
道
会
な
ど
多
く
の
方
々
の
力

を
結
集
し
て
の
展
覧
。
豆
子
先
生

が
い
か
に
偉
大
で
素
晴
ら
し
い
書

家
で
あ
ら
れ
た
か
。
そ
の
証
左
の

一
部
を
拝
見
で
き
て
、
ご
指
導
を

受
け
た
東
書
藝
会
員
と
し
て
大
変

幸
せ
で
あ
る
。
新
し
い
時
代
に

な
っ
て
も
先
生
の
偉
業
は
色
褪
せ

る
こ
と
な
く
、
永
く
語
り
継
が
れ

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

会
場
で
ず
っ
と
気
配
り
さ
れ
て

お
ら
れ
た
豆
子
紫
甲
先
生
の
お
姿

が
感
動
的
だ
っ
た
。

略
　
　
歴

一
九
二
三
年	

�

四
月
二
十
六
日
滋
賀
県
甲

賀
郡
水
口
町
に
生
ま
れ
る

一
九
五
八
年	

七
月
新
道
書
道
会
創
立

一
九
六
〇
年
頃	

東
海
書
道
藝
術
院
参
画

	
�

理
事
長
・
会
長
・
名
誉
会
長
歴
任

一
九
六
九
年	

�

書
藝
連
創
立 

会
長
・
名
誉

会
長
歴
任

	

善
光
寺
書
道
会（
御
上
人
）講
師

	

飯
田
書
人
会
講
師

	

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師

	

新
道
書
道
会
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
展
開
催

一
九
七
二
年	

第
一
回
個
展（
丸
栄
ス
カ
イ
ル
）

一
九
七
四
年	

�

東
海
書
道
藝
術
院
展
で
甲

寅
大
賞
受
賞

一
九
七
六
年	
�

瑞
雲
書
道
会
で
豊
道
春
海

賞
受
賞

一
九
七
七
年	

第
二
回
個
展（
丸
栄
ス
カ
イ
ル
）

一
九
八
三
年	

�

第
一
回
東
海
書
道
藝
術
院

南
京
展
開
催

一
九
九
一
年	

新
道
書
道
会
南
京
展
開
催

二
〇
一
八
年	

十
一
月
八
日
逝
去

	

　

享
年
九
十
五
歳

い
ろ
は
歌

崔
子
玉
座
右
銘

清
・
石
濤
「
畫
語
録
」

杜
牧
詩
　
江
南
春

訪
中
旅
情

自
画
像

韓
退
之
語

曹
子
建
詩
　
七
歩
詩

碧巖録語

豆
子 

甲
水
之

先
生
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「
同
じ
や
る
な
ら

　

  

見
せ
な
き
ゃ
損
、
損
！
」

代
表　

勝
田 

晃
拓

「
皆
ん
な
同
じ
で
つ
ま
ら
な
い
」

…
あ
る
呟
き
を
耳
に
し
た
時
か
ら

我
々
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
。
何
が

足
り
な
い
の
だ
ろ
う
？
…
先
達
の

知
恵
を
頼
り
に
試
行
錯
誤
の
連

続
、
日
々
苦
労
を
重
ね
て
今
回
漸

く
三
十
五
回
の
節
目
に
辿
り
着
い

た
。
五
年
ぶ
り
の
浜
松
で
の
開
催

は
、
厳
寒
と
は
思
え
ぬ
春
の
陽
気
。

大
作
か
ら
ミ
ニ
サ
イ
ズ
、
各
書
体

正
統
作
か
ら
観
て
楽
し
め
る
作
品

ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
大

小
様
々
な
作
品
七
十
余
点
が
、
華

や
か
に
会
場
を
埋

め
る
。
連
日
、
関

係
者
の
み
な
ら
ず

一
般
愛
好
家
の
目

に
も
止
め
て
頂
き

「
他
と
は
一
味
違
っ

て
面
白
い
！
」
の

第
十
回
記
念

　

有
鄰
書
展
を
迎
え
て

代
表　

安
藤 

餘
香 

神
谷
葵
水
先
生
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
立
ち
上
げ
た
有
鄰
会
。

年
一
回
の
書
展
は
、
二
年
前
ま

で
渡
辺
静
流
さ
ん
が
代
表
を
務
め

た
葵
友
会
と
共
に
併
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
渡
辺
さ
ん
亡
き
後
、
葵

友
会
は
解
散
に
な
っ
て
し
ま
い
、

私
達
の
単
独
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
て
、

あ
っ
と
言
う
間
に
月
日
が
経
っ
た

よ
う
に
速
く
感
じ
ま
す
。
こ
う

し
て
十
回

を
迎
え
ら

れ
た
こ
と

は
感
慨
無

量
の
思
い

で
す
。
こ

れ
も
会
員

の
皆
さ
ん

の
協
力
が

声
も
寄
せ
ら
れ
、

も
う
嘗
て
の
屈

辱
は
そ
こ
に
は

無
か
っ
た
。
何

よ
り
本
会
創
立

四
十
周
年
の
特

別
企
画
で
あ
り
、
当
初
か
ら
会
員

の
意
気
込
み
は
違
っ
て
い
た
。「
お

金
も
手
間
も
か
か
る
取
組
な
ら
意

地
で
も
身
内
だ
け
の
品
評
会
で
終

ら
せ
ま
い
！
」
と
自
然
に
心
も
腕

も
動
い
た
。
発
足
理
念
「
和
の

絆
」
ス
ク
ラ
ム
も
そ
れ
を
後
押
し
。

最
終
日
、
特
設
展
に
掲
げ
た【
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
】
の
文
字
が
一
際

輝
い
て
見
え
た
。「
我
々
が
競
う

の
は
技う
ま
さ術
で
は
無
い
、
魂
震
え
る
、

感き
も
ち動
の
大
き
さ
だ
！
」。
嬉
し
い

事
に
、
こ
の
精
神
は
、
次
代
を
担

う
若
手
会
員
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
確
り

刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

＝
書
を
見
れ
ば
コ
コ
ロ
踊
る
。

そ
ん
な
書
を
夢
見
て
、
さ
ら
に
、

共
に
書
か
ん
！
＝

あ
り
、
会

を
盛
り
上

げ
て
く
だ

さ
っ
た
お

蔭
だ
と
思

い
ま
す
。

今
回
の

展
覧
会
、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
っ
て
開
催
す
る
の
か
悩
み

ま
し
た
が
、
会
員
皆
、
こ
の
十
回

展
の
為
に
時
間
を
か
け
て
作
品
づ

く
り
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
無

事
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
、
二
十

回
を
目
標
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
35
回
記
念 

景
雲
社「
絆
」書
道
展

第
10
回
記
念 

有
鄰
書
展

待
ち
か
ね
た
第
三
十
五
回
展
を
浜
松
に
訪
ね
た
。
大
作
か
ら
小
品
、
そ

し
て
ジ
オ
ラ
マ
書
と
い
つ
も
な
が
ら
実
に
楽
し
く
、
勝
田
代
表
ま
さ
に
面

目
躍
如
。
硬
軟
両
立
の
見
事
な
記
念
展
だ
っ
た
。

第
十
回
の
記
念
展
は
岡
崎
市
美
術
館
で
盛
大
に
開
催
。
練
り
込
ま
れ
た

六
十
七
点
の
作
品
群
に
は
安
藤
代
表
は
じ
め
有
鄰
会
員
の
熱
い
思
い
が
満

ち
て
い
た
。
益
々
の
ご
発
展
を
期
待
し
た
い
。

二
月
十
日
〜
十
六
日

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松 

　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
31

三
月
十
一
日
〜
十
五
日

岡
崎
市
美
術
館

※
展
覧
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
美
術
館
閉
館
の
た
め
、
残
念
な
が

ら
急
遽
十
二
日
迄
に
短
縮
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
二
年
四
月
　
第
一
四
〇
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

の
三
先
生
に
よ

る
二
回
目
の

四
騒
展
は
二

月
二
十
日
～

二
十
三
日
、
栄

サ
ン
シ
テ
ィ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て

盛
会
。
人
と
人

の
繋
が
り
で
始

ま
っ
た
と
伺
っ

た
通
り
、
個
性

的
な
作
品
が
響
き
合
い
な
が
ら
配

さ
れ
て
調
和
し
、
格
調
高
く
流
石

と
納
得
し
た
展
覧
だ
っ
た
。

　

幽
石
書
道
会
（
代
表
・
加
山
幽

石
本
会
参
事
）
が
三
月
十
二
日
～

十
七
日
、
飯
田
創
造
館
で
開
催
。
書

の
基
礎
・
基
本
を
大
切
に
し
た
作

品
づ
く
り
を

目
指
し
、
合

計
五
十
一
点

を
展
示
。
出

品
点
数
も
増

加
と
伺
い
、

着
実
な
歩
み

を
続
け
る
。

　

一
月
二
十
一
日
～
二
十
六
日
、
愛

知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開

催
。
新
春
代
表
作
家
展
に
続
く
東
書

藝
年
明
け
二
番
目
の
大
き
な
展
覧

で
、
以
文
会
・
玄
玄
書
作
院
・
書
典

社
と
四
団
体
合
わ
せ
て
二
五
八
点
、

東
書
藝
は
最
多
一
一
八
点
を
出
品
し

て
存
在
感
を
示
す
。
祝
賀
会
は
二
十

日
、
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
で
盛
大
に

催
さ
れ
た
。

　

本
会
会
長
・
風
岡
五
城
先
生
と
、

太
田
海
軒
、
大
平
玲
華
、
山
川
昌
泉

'20  

今
日
の
書
展

今
後
の
予
定

編
　
集
　
後
　
記

◇
第
67
回
展
が
開
幕
。
新
型
コ
ロ

ナ
問
題
の
中
、
細
心
の
注
意
を
払

い
無
事
に
最
終
日
を
迎
え
た
い
。

◇
第
62
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

５
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
紫
甲
）

◇
第
42
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

５
月
19
日
㈫
～
24
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
27
回
無
名
會
書
展

会
期　

６
月
16
日
㈫
～
21
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
令
和
２
年
東
書
藝
総
会

期
日　

６
月
21
日
㈰

会
場　

中
電
ホ
ー
ル

◇
’20
八
千
代
書
道
展

会
期　

６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

会
場　

桑
名
市
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ

　
　
　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

主
催　

書
芸
八
千
代
会（
梶　

蘇
山
）

◇
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

会
期　

７
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

　
　
　

中
日
新
聞
社

◇
’20
心
象
展

会
期　

７
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
松
岡
麗
泉
喜
寿
記
念
展

会
期　

７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

◇
第
36
回
清
和
会
書
展

会
期　

８
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

会
場　
瀬
戸
信
用
金
庫
本
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ま
わ
り

主
催　

清
和
会
（
西
尾
邑
城
）

◇
第
46
回
宏
道
書
展

会
期　

８
月
25
日
㈫
～
30
日
㈰

会
場　

名
古
屋
電
気
文
化
会
館

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
２
０
２
０
東
書
藝
研
修
会

期
日　

９
月
６
日
㈰
・
７
日
㈪

会
場　

愛
知
県
蒲
郡
方
面

◇
第
54
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　
碩
山
書
院（
大
竹
翠
葉
）仝
振
興
会

◇
第
63
回
游
心
書
展

会
期　

９
月
15
日
㈫
～
22
日
㈫

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

第
２
回 

四
騒
展

第
11
回 
幽
石
書
道
会
展

四先生の作


